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市 の 人 口 
	

男 25,672人 
	

世 帯 数 	14,659 

	

弱，055 人 
	

女 27,383 人 
	

（昭和57年11月1日現在）住民基本台帳から 

市老人クラブ連合会（葛西専造会長）の社会奉仕団は ブ連合会員が1円玉献金した23万円と市の補助二 

11月15日、老人家庭奉仕員の案内で市内の独り暮らしや たミカンの缶詰、タオル、ティッシュペーパー、 

寝たきり老人家庭を友愛訪問しました。 	 などを持ち、鳥森の高橋清三さん（63歳）方なく

この日は60人の奉仕員が21班に分かれ、市老人クラ し、「早く元気になって下さい」 と励ましました。 

ブ連合会員が1円玉献金した23万円と市の補助で用意し 

たミカンの缶詰、タオル、ティッシュペーパー、お菓子 

などを持ち、鳥森の高橋清三さん（63歳）方などを巡回 

~ 
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前の土地の周辺に定めることを原則とします。 

西部地区土地区画瞥I●格行地区 

換地位置について 
〇現換地（現在土地のある所に換地） 

〇飛換地（公園や学校の計画がある場合） 

仮換地とは、通常この事業の完了時において 「換地」 とし

て登記される予定の土地であり、仮換地面積は、現在使用中

の土地より少くなるのが通例です。この土地の減る割合を減

歩率といいます。 
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昭和57年（1982年）12月1日 
	

広報ごしょがわら 	 （532月） ② 

南部地区土地区画整理事業 

「仮換地とは」どういうものか考えてみましょう 

 

理事業もいくつかの長所を持ちながら、反面いくつかの問題点も持っています。 

を克服しなければなりません。行政だけの力で整備するとすれば長い年月が必

りをしようとして各町内ごとに事業協力員を設け、その基盤づくりをしたわけ 

を実現して行きたいと思います。 

ましょう。 

況その他により、原則どおりできない場合もあ 

前の位置から少し離れた場所に換地する場合も 

r いては、いずれまた、紹介していきたいと思い 

ついて現時点では決定しておりません。 

定の「事業計画」の中で定められます。 

階（事業計画の具体化）において画地が決り、それによって権利者は、換地の位置や個々の減歩率を知ることにな 

方針を決め、その上で皆さんに供覧することになります。 
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土地区画整理事業の紹介（h4) 

市都市計画課 

 

   

  

人それぞれに性格の長所短所があるように、区画整

しかし、住みよい街を作るためには、これらの問題点

要です。このため、事業促進に向け住民参加の街づく

です。 

地区関係者相互の意見交換の中で、明るい街づくり

さて、今回は 「仮換地」 について、ともに考えてみ 

 

    

   

~ 

 

 

道路・公園等を整備すると同時に、安全で利用しや

すい宅地にするため、いままでの条件（位置・面積・

環境・利用状況等）に見合うところに適正に配置替え

された土地のことで、従前の宅地に代わって仮に使用

し、または収益できる土地のことを 「仮換地」 といい

ます。 

 

  

換地位置 

 

  

ィ，仮換地は従前の土地の状況に照応するように、従 

「現換地」 

ロ．しかし、それぞれの宅地の形状・地形‘建物の状

ります。また、公園や学校の計画がある場合は、従

あり、これを 「飛換地」 といいます。※仮換地につ

ます。 

 

  

⑨ 南部地区においては、この「仮換地」の位置に

⑨ 地区内平均減歩率が定まるのは、本年度策定予

＠ 個々の土地の換地は、事業認可後・換地計画の段

ります。(59年度以降予定） 

＠ 仮換地については、審議会の意見を聞き、基本 
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号りレの甲に 

生かされ乙います 

●たばこは地元で買いましょう 
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す。 

のあらましについてお知らせするものです。 

いるのかを知っていただき、市政に対する理解と協力をお願いするも 

（昭和57年度） ー般会計歳入歳出予算執行状況 
（昭和57年 9 月30日現在） 
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,  歳  入 

’ 	収入済額 5,042,542千円 

収入率 	40.7% 

歳 出 

支出済額 4,797,326千円 

支出率 	38.7% 

00% 

（昭和56年度） 一般会計決算状況 （昭和57年 9 月30日現在、単位】千円、％) 
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―般会計現債額 
（昭和57年 9 月30日現在） 

総額 6,556,735千円 

青森県市町村職員共済 
136,345千円（2  

青森県233,421千円（3.5%) 

市町村振興協会65,000千円〔1.0%) 
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て
自
由
に
参
加
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
連
絡
先
 
市
教
育
委
員
会
 

‘
保
健
体
育
課

（
。的
）
二
一
一

一
内
線
二
五
〇
）
 

広報ごしょがわら 	 (532号 ) 

市では年 2回にわたり、市の 「財政状況」 を公表していま

今回は、昭和57年度上半期の一般会計予算の執行状況など

皆さんから負担していただいたお金がどのように使われて

のです。 

（昭和57年度） 特別会計の執行状況 
（昭和57年 9月30日現在） 

二言～ぐこ 予 算 額 収人済額 収入率 支出済額 支出率 

国民健康保険事業勘定 2,549,840 干円 988,143千円 38.8% 900,771「円 35.3% 

高 等 看 謹 学 院 47,508 1,168 2.5 23,149 48.7 

長者森平和公園造成事業 4,882 7,192 147.3 1,786 36.6 

ト 	水 	道 	事 	業 1,886,597 423,431 22.4 453,523 24.0 

（昭和56年度） 特別会計決算状況 （昭和57年 9月30日現在、単位．千円．%) 

収人済額 	 収入率 	 支出済額 	 支出率 
国民健康保険事業勘定 	 2,517,806 	 99.7 	 2,387,886 	 94.5 

高 等 看 護 学 院 	 37,829 	 93.9 	 37,829 	 93.9 

長者森平和公園造成事業 	 5,552 	 96.4 	 2,519 	 43.7 

下 水 道 事 業 	 1,616,924 	 99.9 	 1,616,924 	 99.9 

（昭和56年度） 
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一
 

(532号） ⑥ 

毎週 教室名 人 員 回 数 サークル・クラブ サブ体育館利用日 

日
『
 
 

15 人 10 回 吹 奏 楽 

手 芸 
硬式テニス
軟式テニス 
ノぐドミ ントン 

火
  

道
芸
画
理

茶
陶
絵
料
  

1
01
05
1
5
 

 

人
人
人
人
  

1
1
1
1
  

0
0
0
0
  

回
回
回
回
 

紅葉会（茶） 
小林寺拳法 
山 	の 	会 

水 煎 茶 10 人 10 回 ダ泥
 
ン

窯
 
ス
師
 

 

、
、、
  

バ
卓
 

"r
 

ン
 

Lー
 
、
ノ

球
 

木
  

着生
“
 
付

花
げ
  

1
1
1
 
0
0

5
 

人
人
人
  

10 回 
10 回 
10 回 

金
  

、
ノな
 

ダま
 
ス
ぐ
 

にー
 

 
こ
、
 
、
ノ
 

 

L
ー
  

バ
卓
 
ン

球
 

図国回固圏園回圏国

受講者募集のご案内 
受講資格①市内に住所、または勤務先を有する勤労青少

年。②満15歳以 f-p--- 30歳までの方。③以前に受講された方

でも結構です。 

・受講料 無料（ただし、材料費は本人負担） 

・申込み先 勤労青少年ホーム（n@3 6 0 2番） 

・締切り 12月27日 

・開講式 昭和58年1月10日午後 6時30分 

・受講時間 午後6時30分から午後 8時30分まで。 

・期間 昭和58年1月17日ー一 3 月28日 

募 集 内 容 

投
票
所
、投
票
区
番
号
が

一
部
変
更
 

製
造
業
を
営
む
皆
さ
ん
、
今

年
も
恒
例

の
「
工
業
統
計
調
査
」
 

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
の

調
査
の
た
め
、
年
末
年
始
の
お

忙
し
い
中
を
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
が
、
ご
協
力
下
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
わ
が

国
の
製
造
業
の
実
態
や
製
造
活

動
の
現
状
が

明
ら
か
に
な
る
ほ

か
、
調
査
の
デ

ー
タ
は
各
種
製
 
 

品
の
生
産
・
販
売
プ
ラ
ン
を
お

立
て
に
な
る
場
合

の
参
考
に
な

る
の
を
は
じ
め
、
た
と
え
ば
都

市
開
発
や
下
水
道
計
画
の
資
料

と
な
る
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
国

民
生
活
の
向
上
に
広
く
活
用
さ

れ
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
に
ご
記
入
い
た
だ

い
た
調
査
票
は
、
統
計
以
外
の

目
的
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し

て
あ
り
の
ま
ま
を
お
書
き
下
さ
 
 

い
。
 

調
査
は
、
次
の
三
種
類
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
 

〔
甲調
査
〕
 
従
業
員
三
十
人

以
上
の
事
業
所
を
対
象
と
し

ま
す
。
 

〔
乙
調
査
〕
 
従
業
員
二
十
九

人
以
下
の
事
業
所
を
対
象
と

し
ま
す
。
 

〔
丙
調
査
〕
 
製
造
業
に
属
す

る
本
社

・
本
店
を
対
象
と
し

ま
す
。
 

た
だ
し
、
今
回
の
調
査
で
は

従
業
員
三

人
以
下
の
事
業
所
の

一
部
を
乙
調
査
の
対
象
か
ら
除

き
ま
す
。
 

な
お
、
主
な
調
査
項
目
は
、
 

事
業
所
名
、
従
業
員
数
、
原
材

料
及
び
燃
料
使
用
額
、
製
造
品

出
荷
額
、
有
形
固
定
資
産
投
資

総
額
な
ど
で
す
。
 

こ
の
調
査
に
つ
い
て
ご
不
明

の
点
は
、
市
総
務
課
企
画
室
統

計
調
査
係
（
。
 
⑩
ー
二

一
一

一
番
‘
内
線
 
」
二
八

ー
三
一

九
番
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。
 

市
広
報
十

一
月
一
日
号
で
お

知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
 

明
年
は
「
選
挙
の
年
」
で
も
あ

り
、
各
種
選
挙

の
執
行
が
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
各
投

票
区
の
投
票
所
及
び
投
票
区
番

号
の

一
部
変
更
さ
れ

た
も
の
に

つ
い
て
再
度
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
 

ロ
投
票
所
の
変
更
 

＠
飯
詰
地
区
の
第
十
九
投
票

所

（
生
活
改
善
セ
ン
タ

ー
）
 

と
第
二
十
投
票
所

（
中
央
公

民
館
飯
詰
分
館
）
を
合
併
し

て
、
第
十
九
投
票
所
（

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
七
ン
タ
ー
飯
詰
）
 

と
な
り
ま
す
。
 

O
七
和
地
区

の
第
二
十
八
投

票
所

（
中
央
公
民
館
高
野
分

館
）
が
第

ニ
十
七
投
票
所

（
高

野
文
化
セ
ン
タ
ー
）
と
な
り

ま
す
。
 

ロ
投
票
区
番
号
の
変
更
 

⑥
飯
詰
地
区
の
第
十
九
投
票

区
と
第
二
十
投
票
区
が
合
併

さ
れ
て
第
十
九
投
票
区
と
な

る
た
め
、
第
二
十
投
票
区
以

下
順
に
投
票
区
番
号
が
次
表

の
よ
う
に
繰
り
あ
が
り
ま
す
。
 

飯
詰
地
区
及
び
持
子
沢
地
区

の
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お
か

け
す
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
 

何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ

り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
ご
不
明
の
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局

（
丑
 
⑩
二
一
一
一

番
・
内
線
三
二
七
番
）

へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

製
造
業
を
営
む
皆
さ
乳
牧
 

「工
業
統
計
講
査
」
を
実
施
 

32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 投
果
区
 小

 
曲
 集
 
会
 所
 

中
 
泉
 
集
 
会
 
所
 

梅貫 
公 

田量 

分 

館 

俵貫 
公 

元語 

分 

館 

中
央
公
民館
 

前
田
野

目
分
館
 

高
野
文
化
セ
ン
タ
ー
  

羽
野
木
沢

小
学
校
 

長
 
富
 
集
 
会
 
所
 

毘
沙

門
小
学

校
 

戸
 
沢
 集
 
会
所
 

浅
 
井
 
集
会
 
所
 

松
野
木
小
学

校
 

野
 
里
 
小
 
学
 校
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
 

セ
ン
タ
ー
飯
詰
 

投
 
票
 
所
 



友
愛
と
信
頼
の
心
を
大
切
に
 

更
生
保

護
団
体
等
が

合
同

研
修
 

保
護
司
会
、
更
生
保
護
婦
人

会
、
B
B
s
会
の
合
同
研

修
会

が
＋
一
月
十
八
日
、
市
中
央
公

民
館
に
約
六
十
人
の
役
員
、

会

員
が
出
席
し
て
開
か
れ
、
三
者

が
協
力
し
合
い
犯
罪
の
な
い
明

る
い
社
会
の
建
設
を
目
指
す
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。
 

研
修
で
は
三
者
の
会
員
の
代

表
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
の
任
務

に
つ
い
て
意
見
を
発
表
し
、
保

護
司
の
坂
本
甚
作
氏
が
、
「
対
処

者
に
対
す
る
接
触
だ
け
で

な
く
、
 

環
境
を
よ
く
す
る
た
め
の
働
き

か
け
が
必
要
 

」
 
と
述
べ
、
 

更
生
保
護
婦
人
会
の
鶴
賀
麗
子

さ
ん
が
、
「
青
少
年
犯
罪
の
再
犯

予
防
が
大
切
、
少
年
院

へ
の
一

切
れ
も
ち
運
動
を
進
め
た
い

：
・」
 

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
村
元
範
子
B
B
s
会

長
は
、
「
日
頃
か
ら
の
友
だ
ち
活

動
を
通
じ
、
た
と
え
裏
切
ら
れ

る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
自
ら
は

決
し
て
裏
切
ら
な
い
友
愛
と
信

頼
の
心
を
大
切
に
し
た
い
 

」
 

と
発
表
、
総
評
と
し
て
献
身
的

な
B
B
s
活
動
が
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。
 

⑦ 昭和57年（1982年）12月1日 	 広報ごしょがわら 
	

(532号） 

「創
意
と
工
夫
で
農
業
に
新

機
軸
を

…
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

第
一
回
市
農
業
ま
つ
り
が
十
一

月
十
三
、
十
四
の
両
日
市
中
央

公
民
館
で
開
か
れ
、
多
く
の
市

民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

会
場
に
は
農
家
が
収
穫
し
た

農
産
物
が
ズ
ラ
リ
展
示
さ
れ
た

ほ
か
、
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
や
講

演
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催

し
が
行
わ
れ
、
時
代
に

マ
ッ
チ

し
た
農
業
経
営
へ
意
欲
を
み
せ

て
い
ま
し
た
。
 

新受入図書 

ご利用下さい 
	

市立図書館 

書 	名 著 者 名 書 	名 著者 名 

世界の宗教 村 上 重 良 私のレシビ 今 	容 子 

愛すればこそ 内 藤 国 夫 吉兆味ばなし 湯 木 貞 一 

小説の読みかた 猪 野 謙 二 絵本の愉しみ 吉 田 新 ― 

漢語の知識 一 海 知 義 日本の地場産業 増 山 明 保 

日本の宗教 村 上 重 良 功、大好き 木 村 	梢 

大学でなにを学ぶか 隅 谷 三善男 悪の管理学 川 上 哲 治 

おとなになる旅 浄 地 久 枝 レトリック認識 佐 藤 信 夫 

いらだっアメリカ 古 森 義 久 想像力の冒険 今 江 祥 智 

イラン革命の内幕 モハメド・へイカル 歴史物語の新研究 河 北 	騰 

F・B・I ウイリアムサリバン 真夜中のための組曲 赤 川 次 郎 

日本型親子 稲村 	博 本覚坊遺文 井 上 	靖 

孫づきあいの知恵 扇 谷 正 造 幕臣小栗上野介 木 屋 隆 安 

日本の祭り 岩 崎 敏 夫 血の季節 小 泉 喜美子 

沖縄戦記 飯 田 邦 光 ぼくの小さな祖国 胡桃沢 耕 史 

日本服飾史 井 筒 雅 風 飼われた男 多岐川 	恭 

証券欄の見方 石 坂 昌 美 空中 桜閣 津 村 節 子 

人体に秘められた動物 香 原 志 勢 家路の果て 夏 樹 静 子 

喫煙の医学 並 木 正 義 茜色の坂 上・下 船 山 	馨 

マイコン情報整理学 川 勝 	久 夜光の階段 上・下 松 本 清 張 

セラミックスを知る事典 作 花 済 夫 隣りの女 向 田 邦 子 

社
会
福
祉
に
と
 

四
万
八
千
余
円
 

淡
交
会
青

森
青
年
部
 

五
所
川
原
分
会
が
寄
付
 

茶
道
裏
千
家
淡
交
会
青
森
支

部
青
年
部
五
所
川
原
分
会
は
十

一
月
十
九
日
、
社
会
福
祉
事
業

に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、
四
万

八
千
九
百
円
を
市
に
寄
付
し
ま

し
た
。
 

先
般
開

い
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
お

茶
会
の
益
金
を
贈
っ
た
も
の
で

す
。
 

,
 

積立分譲住宅補充のご案内 
広 田 団 地 

ロ積立分譲住宅 

住宅金融公庫融資付住宅を分譲価額から公庫融資 

を除いた額（自己負担金）を、一定期間（1年・2 
年）積立てて分譲住宅を購入するものです。 

今年度から新しく住宅金融公庫の割増と公庫融資 

額に、青森県が、 5 年間I％利子補給する地域特別 

分譲住宅制度ができました。 

ロ地域特別分譲住宅制度 

1．住宅にお困りの方で56年度の収入又は所得が次 

の基準以下の方 

〇給与所得者56年度収入金額375万円以下 

0それ以外の方で56年度所得金額255万円以下 

2 ．分譲住宅の面積100が以下のもの 

ロ申入受付期限 12月末まで 



新しく審議会委員として当選された方 

市都市計画課（if ⑩ 2111) 

受付
番号 

所有権者または
借地権者の別 住 	所 氏 名 

1 所 有 権 者 五所川原市 
字上平井町39 佐々木 定十郎 

2 ク 
五所川原市 
字下平井町143- 1 木 村 清 秀 

3 ク 
五所川原市 
字下平井町208 木 村 祐 治 

4 ク 
五所川原市
字川端町39 毛 内 金次郎 

5 ク 
五所川原市 
字一ッ谷104- 6 神 暗二郎 

6 ク 
五所川原市 
大字長橋字橋元 6 宮 崎 勇 治 

7 ク 
五所川原市
字新町89 三 浦 三 郎 

8 ケ 
五所川原市 
字上平井町49- 2 工 藤 清 則 

集
 
あ
な

た
の
本
棚
に

一
冊
 

噂
 

五
十

七
年
度

版
 

抽
 
青
森
卿
の
姿
 

“美
麗
な
表
紙
、・
明
快
な
解
説

・
豊
富
な
資
料

）
 

頒
価
一
、
〇
O
O
円
 
お
申
込
み
は
十
ニ
月
ニ
十
日
ま
で
 

刊
行
 
五
十
八
年
一
月
予
定
 

ロ
お
申
込
み
先
 
市
総
務
課

・
企
画
室
 

（
廿
⑩
二
一
一
一
番
・
内
線
三

一
八
番
）
 

(532号） ⑧ 広報ごしょがわら 昭和57年（1982年）12月 1 [1 

「除
排
雪
本
部
」
を
設
置
 

市
道
（
生
活
道路
）
の
除
排
雪
に
全
力
 

、
」
賠

、‘
 

市
で
は
、
十
二
月
一
日
か
ら

除
排
雪
本
部
を
設
置
し
、
冬
期

間
の
交
通
確
保
に
全
力
を
あ
げ

ま
す
。
 

市
の
五
十
七
年
度
の
除
排
雪

計
画
は
、
道
路
の
総
延
長
が
約

二
百
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

か
ね
て
か
ら
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
進

め
て
お
り
ま
す
駅
東
部
第
二
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業

の
審
議

会
委
員
の
任
期
が
昭
和
五
十
七

年
九
月
三
十
日
で
満
了
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
そ
の
選
挙
事
務

を
進
め
て
き
ま
し
た
審
議
会
委

員
の
選
挙
に
つ
い
て
、
届
出
の

あ
っ
た
候
補
者
の
数
が
選
挙
す

べ
き
委
員
の
数
を
超
え
な
い
の

で
、
土
地
区
画
整
理
法
施
行
令

第
三
十
五
条
第
四
項

の
規
定
に

よ
り
、
新
し
く
審
議
会
委
員
と

し
て
次
の
方
を
当
選
人
と
定
め

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
路
線
を
今
年
度
購

人
し
た
最
新
鋭
の
ロ
ー
タ
リ
ー
 

車
を
は
じ
め
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル

等
十
三
台
の
市
有
除
排
雪
車
両

を
フ
ル
に
出
動
さ
せ
て
交
通

の

確
保
を
図
る
計
画
で
あ
り
ま
す

の
で
路
上
駐
車
や
、
道
路
へ
の

雪
捨
て
等
は
絶
対
し
な
い
よ
う
 
 

ご
協
力
額
い
ま
す
。
 

な
お
、
除
排
雪
に

つ
い
て
の

ご
連
絡
は
、
直
接
除
排
雪
本
部
 

（
旧
五
所
川
原
市
役
所
栄
支
所
 

・

市
内
大
字
広
田
字
柳
沼
三
番

地
一
号
）
へ
、
電
話

⑩
四
三
一
一

一
番
、
⑩
四
三
二
二
番
、
で
お

願
い
し
ま
す
。
 

駅
東
部
第
ニ
地

区
 

土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員
の
当
選
人
 

r
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(532号） 広報ごしょがわら 

給
与
所
得
者
の
国
民
年
金

保
険
料
の
控
除
は
、
年
末
調

整
で
行
わ
れ
ま
す
か
ら
、
忘

れ
ず
に
申
告
書
を
提
出
し
て

下
さ
い
。
 

「社
会
保
険
料
控
除
」
欄

に
国
民
年
金
と
記
載
し
、
五
 

料
金
額
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
 

な
お
、
参
考
ま
で
に
、
五
 

分
ま
で
の
定
額
保
険
料
は
六

万
四
百
八
十
円
で
す
。
 

ま
た
、
付
加
保
険
料
を
納

め
て
い
る
人
は
四
千
八
百
円

を
加
算
し
て
下
さ
い
。
 

国
民
年
金
保
険
料
控
除
の
年
末
調
整
に
つ
い
て
 

十
七
年
中
に
支
払
っ
た
保
険
 

十
七
年
一
月
分
か
ら
十
二
月
 

,
 

,
 

郵
便
番
号
は
忘
れ
ず
に
 

⑨ 昭和57年（1982年）12月1日 

国
民
年
金
の
保
険
料
を
ま
だ
、
 

納
め
て
い
な
い
人
は
お
り
ま
せ

ん
か
。
 

昭
和
5
7年
度
の
第
3
期
分
（1
0
 

月
・
1
1月
・
1
2月
分
）
の
保
険

料
の
納
期
は
1
2月
2
8日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
て
 

こ
れ
ま
で
、
老
人
等
の
家
庭

奉
仕
員
派
遣
事
業
は
低
所
得

世

帯
を
対
象
に
運
営
さ
れ
で
い
ま

し
た
が
、
派
遣
対
象
を
一
般
家

庭
に
広
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
 

派
遣
対
象
の
拡
大
に
よ
り
、
 

も
、
保
険
料
を
納
め
て
い
ま
せ

ん
と
、
老
齢
年
金
は
も
と
よ
り
、
 

万
一
け
が
を
し
た
り
、
ご
主
人

が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
な
ど

に
、
 

障
害
年
金
、
母
子
年
金
な
ど
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
う
っ
か
り
納
め
忘
れ

の
ま
ま
2
年
を
過
ぎ
て
し
ま
い
 

一
部
有
料
方
式
を
採
り
入
れ
る

と
と
も
に
、
 
一
時
的
な
介
護
の

需
要
に
も
応
じ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
 

ロ
派
遣
の
手
続
き
 

家
庭
奉
仕
員
派
遣
申
出
書
は
、
 

市
福
祉
事
務
所

に
あ
り
ま
す
。
 

ま
す
と
、
時
効
に
よ
っ

て
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
 

な
お
、
詳
し
く
は
市
福
祉
事

務
所
福
祉
係
（
廿

⑩
二
一
一
一

番
内
線
二
一
〇
番

）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

ロ
派
遣
の
申
出
者
 

申
出
者
は
、
原
則
と
し
て
生

計
中
心
者
と
し
、
申
出
書
を
受

理
し
ま
す
。
 

ロ
老
人
家
庭
奉
仕
員
派

遣
対

象
 ※

ね
た
き
り
老
人
 
家
族
等

に
よ
り
十
分
な
介
護
が
受
け
ら

れ
な
い
方
 

①
昼
間
介

護
者
が
勤
め
て
お

り
他
に
介
護
者
が

い
な
い
場
合

②
配
偶
者
等
が

い
る
が
病
弱

等
の
た
め
介
護
が
期
待
で
き
な

い
場
Aロ
 

③
介
護
者
の
一
時
的
疾
病
に

よ
る
臥
床
等

の
た
め
介
護
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
 

※
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
 
一
時

時
的
疾
病
等
に
よ
り
日
常
生
活

に
支
障
の
あ
る
方
 

す
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
保
険
料
は
必
ず
納
期
ま

で
に
納
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

五
所
川
原
郵

便
局

（
溝
口
龍

一
郎
局
長
）
で

は
、
十
二
月
十

五
日

（
水
）
か

ら
年
賀
は
が
き

の
受
け
付
け
を

始
め
ま
す
。
 

今
年
は
新
た

に
は
が
き
裏
面

に
美
し
い
絵
入

り
・
賀
詞

つ
き

の
も
の
が
発
売

さ
れ
人
気
を
呼

ん
で
い
ま
す
。
 

同
局
の
今
年
度

の
引
き
受
け
は
、
 

発
売
枚
数
が
増

加
し
て
い
る
こ

と
も
あ
っ
て
、
 

前
年
度
よ
り
二
万
通
多

い
八
十

九
万
通
を
予
想
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
年
賀
は
が
き
を
は
じ
め

と
す
る
年
末
年
始
の
郵
便
物
の

処
理
の
た
め
、
同
局
で
は
延
べ
 
 

千
六
百
人
の
臨
時
職
員
を
雇
用

し
、
万
全
を
期
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
 

年
賀
は
が
き
の
ス
ム
ー
ズ
な

処
理
の
た
め
、
な
る
べ
く
十
一
一

月
二
十
日
ま
で
差
し
出
し
て
く

れ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
郵

便
ポ
ス
ト
に
差
し
出
す
年
賀
郵

便
物
は
、
東
ね
て
そ
れ
ぞ
れ
「市

内
」
、
「県
内
」
、
「そ
の
他
」
の

あ
て
先
別
に
区
分
け
し
て
下
さ

い
。
 

通
常
は
が
き
を
年
賀
状
と
し

て
使
用
す
る
場
合
は
、
は
が
き

表
面
の
料
額
印
面
の
下
部
に
「年

賀
」
と
赤
記

の
上
、
差
し
出
す

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

年
末
贈
答
小
包
等
の
差
し
出

し
を
こ
れ
ま
で
は
十
二
月
十
五

日
ま
で
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
 

今
年
か
ら
こ
れ
を
や
め
、
い
つ

で
も
引
き
受
け
る
態
勢
を
し
い

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。
 

（
五
所
川
原
郵
便
局
）
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
 

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
よ
う
 

新 I日 

対 象 世 帯 全 	世 	帯 
低所得世帯 

（所得税非課税世帯） 

費 	用 

	

①非課税 	0円 

②所得税30,000円以下 

	

時間当 	290円 

③所得税30,000円以上 

	

時間当 	580円 

無 	 料 

派遣の手続 申出書の受理 

派遣の回数 
利用世帯のニードに応

じる 
週1~2回以上 

家庭奉仕員の

勤務形態 
常勤又は非常勤 原則として常勤 

研 	修 採用時研修 

年賀の差し出しは20日まで 
―宛名はハッキリと一 



●

街
頭
献
血
の
ご

案
内
・
 

あ
な

た
も
献

血
手

帳
を
 

O
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
四

時
ま
で
国
鉄
五
所
川
原
駅
前
 

移
動
健
康
教
室
 

市
と
五
所
川
原
市
民
保
健

協
議
会
で
は
、
次
の
日
程
で
 

「移
動
健
康
教
室
」
を
開
き
 

ロ
と
こ
ろ
 
コ
ミ
ユ
ー
ーー
ア
 

「更
年
期
障
害
に
つ
い
て
」
 

ィ
セ
ン
タ
ー
中
川
 

ロ
テ
ー
マ
 
更
年
期
障
害
 

ま
す
。
 

に
つ
い
て
 

お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。
 

ロ
講
師
 
中
島
産
婦
人
科

ロ
と
き
 
十
二
月
十
五
日
 
医
院
院
長
 
中
島
正
己
氏
 

（
水）
午
後
一
時
か
ら
 

囲囲囲回囲園 

本
町

・①
か
さ
い
駐
車
場
 

闘 

善
意
銀
行
預
託
者
 

本
町
商
店
街
振
興
組
合

（本

町
）
、東
北
電
力
五
所
川
原
営
業

所
青
年
部
（
小
山
勝
男
代
表
）
、
 

龍
生
派
五
所
川
原
支
部
松
江
香

山
（上
平
井
町
）
、寺
田
ま
つ
（石

岡
）
、東
北
電
力
婦
人
と
電
気
の

会
（
田
町
）
 

昭和57年（1982年）12月1日 
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(532号） ⑩ 

r 

移
動
採
血
車
「
青
い
鳥
号
」
 

が
、
次
の
日
程
で
街
頭
献
血
を

行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

ロ
と
き
・
と
こ
ろ
 

＠
十
二
月
十
日
（
金
）
 

o

午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

栄
町

・
県
合
同
庁
舎
前
 

o

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
四
 

時
ま
で
五
所
川
原
電
報
電
話
局
 

構
内
 

ロ
と
き
・
と
こ
ろ
 

＠
十
二
月
二
十
一
日

（
火
）
 

o

午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
 

中国残留日本人孤児 

肉親を捜しています 

（現住所） 

中華人民共和国遼寧省鞍山市鉄東区園林弁事所緑化街17 

（保護者と別れたとき） 

1945. 8（昭和20年8月 終戦時） 

（保護者と別れた場所） 

遼寧省鞍山市又は八掛湖付近 

（身体の特徴） 

1 右胸上部に直径7--8mmのアザ（ホクロ） 

2 左上腕部に種痘の痕跡が縦に3箇所一列に並んでい

る。 

（その他） 

1 鞍山高等女学校正門近くに住んでいた。 

2 実父は鞍山市の旧昭和製鋼所労務課に勤務していた。 

3 養父 呂 忠周（10年程前に死亡） 

4 養母 

（お心あたりの方は） 

連絡先 〒444 

愛知県岡崎市十王町2丁目9番地 

岡崎市役所福祉部援護助成課（ff0564 (23) 6145) 

乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行います。 

該当する赤ちゃんには、受診させるようにして下さい。 

■受 付時間 午後12時45分から 1時15分まで 

■持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中か他の医療機関で健康診査を受けてい 

る乳幼児はご遠慮下さい。 

1歳6カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

（中国名） 

呂 徳栄 

（日本名） 

	徳江 

（生年月日） 

1941. 9. 6 

(41歳） 

（血液型） 

B型 

Q
。
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
 

み
ん
な
の
健

康
教
室
 

「大
腸
疾

患
の
 

い
ろ
い
ろ
」
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
、「
み

ん
な
の
健
康
教
室
」
が
次
の
日

程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。
 

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「大
腸
疾
患

の
い
ろ
い
ろ
」
 
につ
い
て
で
す
。
 

ロ
と
き
 
十
二
月
二
十
四
日
 

（
金）
午
後
一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階

ホ
ー
ル
 

ロ
講
師
 
田
辺
胃
腸
科

・
外

科
医
院
院
長
 
田
辺
靖
彦
氏

主
催
 
北
五
医
師
会
、
五
所

川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

月 齢 対 	象 と 	き と 	こ 	ろ 

3 カ月児 
昭和57年 9 月 
生まれの乳児 

1月11日 

旧中央公民館 6カ月児 
昭和57年6月 
生まれの乳児 

1月18日 

1 	歳 
6 カ月児 

昭和56年7月 
生まれの乳児 

1月25日 

    

 

やさしさを行動に 

    

  

12月 9 日は「障害者の日」です 
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